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1955年6月福岡県八女市(旧・黒木町)生まれ。
久留米工業高等専門学校機械工学科卒。
東京都大田区役所に就職、後に図書館司書を務める。
その間に数々の新人賞に応募し『師直の恋』で佳作
となる。1990年に発表した『血の日本史』(新潮社)で
デビュー。この作品で注目を集め「隆慶一郎が最後
に会いたがった男」という伝説がうまれた。作品に
『関ヶ原連判状』(新潮社)『信長燃ゆ』『等伯』(日本経済新

聞出版)など多数。

『銀嶺のかなた(一)』
安部龍太郎/著

(文藝春秋 2024年)
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▶当日は会場で書籍の販売があります

▶ご自分の本でも構いません

▶サインは作家の著作にかぎります

講演会終了後

サイン会開催

富山市西町5番1号 TEL：076-461-3200

主催：富山市立図書館交流行事運営委員会
（ 事務局：富山市立図書館 読 書 推進係）

※イベントには報道機関の撮影取材が入る場合があります。


